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１０

◆葉山まちづくり館ギャラリー
１１月展示
　１１月１日（木）～３０日（金）１０時～
１７時　図書館２階（休館日はP１９の
図書館の休日に準ずる）　「葉山町
のごみとリサイクル」私たちが捨
てたごみはどこへ行くの？分別は
何のため？町のごみ処理の取組や
リサイクルの実際を分かりやすく
紹介　□問 �８７６－０４２１ＮＰＯ法人
葉山まちづくり協会

◆葉山町文化祭書道展
　１１月２日（金）～４日（日）１０時～
１６時　福祉文化会館大会議室　盆
栽展と共催　書道協会に加入して
いる先生方とお稽古している方々
の力作を展示　□問 �８７５－３４８９三
嶽掃雲（町書道協会）

◆はやま環境フェスタ
　①「環境パネル展」　１１月７日
（水）～１３日（火）９時～１７時　役場
ロビー　環境団体、環境行政関係
者等が日ごろの活動を発表　②環
境フェスタ１１月１８日（日）１０時～１４
時　福祉文化会館と周辺　リサイ
クルバザー、オーガニック広場ほ
か　③環境設備ツアー　１１月２７日
（火）９時４５分役場駐車場集合　１６
時頃終了予定　風力発電所などを
バスで巡るツアー　３００円　往復
ハガキに住所・氏名・電話番号を
書いて、〒２４０－０１１２堀内１７３５－２４
「はやま環境フェスタ実行委員
会」１１月５日（月）締切（応募多数
の場合抽選）□問 �� ８４５－８４００ＮＰ
Ｏ法人環境ファミリー葉山　

◆定例ボランティア活動
　１１月１０日（土）９時３０分から　介
護老人福祉施設「葉山清寿苑」ど
なたでもどうぞ　□問 �８７５－６７３４
大熊（町ボランティア連絡協議会）

◆竹林保全の体験教室　参加者募集

　１１月１１日（日）から来年６月まで
の毎月第２日曜日（全８回）　
１，０００円（保険料込）　木古庭、竹林
の間伐・ミニ門松作り・筍掘りなど
□問 �８７２－４０１８出口（三浦竹友の会）

◆葉山景観ワークショップ「葉
山な感じって？」参加者募集
　まち歩きをしながら「葉山らし
さ」を探すワークショップに参加
しませんか？　１１月１１日（日）まち
あるき（長柄方面）、１１月２５日（日）
ワークショップ、平成２０年１月１３
日（日）まちあるき（一色方面）、１
月２７日（日）ワークショップ、３月
９日（日）２地区のまとめ　３０人　
３，０００円　ＦＡＸかメールで申込み
□問 �０７０－５０２３－７７４７　� ８７５－２８１８ 
e－mail：hayamakbd@abelia. 
ocn.ne.jp　野口（ＮＰＯ法人葉山
環境文化デザイン集団）

◆子どもの明日を語るつどい
　１１月１７日（土）９時２０分～１１時４０
分　横須賀市文化会館　講演　桂
文也（落語家）　～笑って・感じて・
気付いて・変わる～　□問 �８２４－
２４４２子どもの明日を語るつどい運
営委員会　
　
◆魂で読む　朗読リサイタル　
白川裕子「 鼓 くらべ」

つづみ

　１１月１７日（土）１４時から　横須賀
三浦教育会館（横須賀市日の出町
３－１９－１６）　白川裕子（朗読）、内
藤正行（ピアノ）、遠藤治子・石山祐
子（小鼓）　１５０人（先着）　大人（前
売り）１，１００円（当日）１，２００円、高
校生以下５００円　□問 �８２４－０６８３横
須賀三浦教育会館
　
◆「わらべうた」講座
　１１月２１日（水）１０時～１２時　上山
口児童館図書室　講師　石川道子
託児５００円　申込みは電話かＦＡＸ
で　□問 �８７６－０４８１ 
� ８７６－３１１４おはなし畑

◆第１１回外国人日本語スピーチ
大会
　１１月２４日（土）１３時～１５時　逗子
アリーナ地下大会議室　スピーチ

タイトル自由（３～１０分）　参加賞
あり（スピーチをした人のみ）　見
学自由　□問 �８７６－１１７５さくら日
本語の会

◆ハイキング参加者募集　山楽
会
　１２月１日（土）９時４０分「鐙摺」バ
ス停集合（雨天中止）　コース　鐙摺
→古墳→長柄橋　対象　小学生以
上の人　２５人（先着）　２００円（保険
料等・当日払い）　持ち物　昼食・
飲み物・軍手　□問 �８７８－７４３１伊東

◆第１０回記念　明治大学マンド
リン倶楽部チャリティーコン
サート
　特別出演　ペギー葉山　１２月９
日（日）１５時３０分開演　１５時開場　
逗子開成学園体育館　２，０００円（全
席前売り　自由席）　□問 �８７５－
８４３８森（マンドリンコンサート実
行委員会）

◆葉山で漢字検定を受けません
か？
　１月１９日（土）１６時から　一色小
学校新館　対象　小学生～一般　
２級～１０級　２０人に満たないとき
は実施なし　氏名・連絡先・受験
級を書いてＦＡＸで申込み　１１月
３０日（金）締切　□問 �� ８７６－３０３６
学舎KOCO

◆生涯学習　英語勉強会
　基礎（１１月から新規）毎週木曜
日　１０時～１１時３０分　一色小学校
または葉山マリーナ近く　２，０００
円（４回／１か月・教科書代実費
別）　初級（中学３年～高校２年程
度）、中級（英検２級程度）もあり
□問 �８７７－４２６０坂口

◆初心者向け無料書道教室
　毎月第２水曜日１０時～１２時　一
色小学校新館３階　講師　町書道
協会会長　持ち物　硯・墨・下敷・
文鎮・半紙　見学自由　□問 �８７５－
２９３０竹内（如月書道会）
　掲載を希望するときには、掲載したい月の前々
月末日正午までに、企画調整課（�内線３３３）へお
電話ください。営利目的のもの、宗教・政治色の
強いものは掲載できません。



１１

お
知
ら
せ

広
報
板
に
掲
示
す
る
人
へ

　

催
し
物
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
町
民
団
体

の
掲
示
物
を
、
町
の
広
報
板
に
掲
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
っ
て
広
報
板
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

事
前
に
す
る
こ
と

●
葉
山
町
か
葉
山
町
教
育
委
員
会
の
後
援

等
を
と
る
こ
と

掲
示
物

●
町
主
催
の
掲
示
物
を
優
先
し
ま
す

●
枚
数
は
五
三
枚

●
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
（
原
則
）

●
問
合
せ
先
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と

●
葉
山
町
・
葉
山
町
教
育
委
員
会
の
後
援

等
の
記
載
を
す
る
こ
と

●
営
利
目
的
・
政
治
的
・
宗
教
的
な
内
容

の
も
の
は
掲
示
で
き
ま
せ
ん

●
同
じ
内
容
の
も
の
は
年
度
内
に
一
回
だ

け
（
原
則
）

掲
示
の
方
法

●
掲
示
し
た
い
週
の
月
曜
日
の
正
午
ま
で

に
企
画
調
整
課
に
持
っ
て
く
る
こ
と

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
掲
示
し

た
い
週
の
前
週
の
金
曜
日
の
正
午
ま
で

に
持
っ
て
く
る
こ
と
）

　
　

許
可
印
を
押
し
、
原
則
と
し
て
水
曜

日
か
ら
水
曜
日
の
二
週
間
掲
示
し
ま

す
。（
職
員
が
掲
示
を
し
ま
す
）

●
掲
示
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

受
付
け
期
間
内
で
も
先
着
順
と
し
ま
す

問
合
せ　

企
画
調
整
課　

�
内
線
三
三
三

マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
浜
で
は
、

子
育
て
な
ど
を
し
な
が
ら
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
達
を
中
心
に
、
職
業
相
談
や
就
職

活
動
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て

仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

九
月
三
日（
月
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

◎
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
室
内
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、従
来
か
ら
あ

る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、
授
乳
ス

ペ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
小
さ

な
お
子
様
連
れ
の
人
が
ま
す
ま
す
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
じ
っ
く
り
と
仕
事
探
し
が
で
き
る
よ
う

求
人
検
索
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
大
幅
に
増

設
し
ま
し
た
の
で
、仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
希
望
し
て
い
る
幅
広
い
層
の
人
に

と
っ
て
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
案
内

●
担
当
者
制
に
よ
る
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

子
育
て
を
し
な
が
ら
早
期
に
就
職
し
よ

う
と
す
る
人
や
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

な
ど
に
対
し
て
、
担
当
と
な
っ
た
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
ご
本
人
の
希
望
や
状
況
に

あ
っ
た
就
職
実
現
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

早
期
就
職
（
三
か
月
以
内
）
を
目
指
し

ま
す
。

●
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス

早
期
に
応
募
し
て
就
職
を
決
め
た
い
人

に
対
し
て
、
求
人
情
報
検
索
機
に
よ
り

選
択
し
た
求
人
に
関
す
る
相
談
や
問
合

せ
を
行
い
、
応
募
を
ご
希
望
の
場
合
は

紹
介
状
を
発
行
し
ま
す
。

●
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

就
職
活
動
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
パ

ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
各
種
情
報
の
提
供

地
域
の
保
育
施
設
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
や
地
方
公
共
団
体
等
が
実

施
し
て
い
る
再
就
職
支
援
事
業
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

開
庁
時
間

　

平
日　

八
時
三
〇
分
〜
十
七
時
十
五
分

　

土
曜
日　

十
時
〜
十
七
時（
日
祝
休
み
）

問
合
せ　

�
〇
四
五－

四
一
〇－

〇
三
三
八

�
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
所
在
地
案
内
）
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
金
利
の
負
担
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

毎
月
の
返
済
額
は
同
じ
で
も
、
高
金
利

ほ
ど
返
済
負
担
は
重
く
な
り
、
ま
た
、
返

済
に
要
す
る
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

※
現
行
法
上
、
年
利
二
九
、
二
％
を
超
え

て
業
と
し
て
貸
付
を
行
う
と
、
貸
し
手

は
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
十
五
〜
二
〇
％
を
超
え
る
金
利
は

無
効
で
、
借
り
手
に
は
返
済
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
④

参
照
）

④
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金

利
は
支
払
う
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん

　

十
五
〜
二
〇
％
超

二
九
、
二
％
以
下
の

金
利
部
分
は
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
無
効
で
あ
り
、
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
行

法
で
は
、任
意
の
支
払
い
で
、か
つ
貸
金
業

者
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
た
書
面
交
付

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

金
利
で
も
支
払
っ
た
場
合
に
は
有
効
と
な

る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
法
改
正
に
よ
り
、
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
金
利
は
平
成
十
八
年
十
二
月
か
ら
お
お

む
ね
三
年
を
目
途
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

⑤
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

万
が
一
、
努
力
し
て
も
借
金
を
返
済
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

返
済
の
た
め
に
新
た
な
借
金
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で

す
。
多
重
債
務
問
題
の
相
談
窓
口
に
速
や

か
に
相
談
し
、解
決
策
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
財
）日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

　

�
〇
三－

三
二
二
六－

〇
一
二
一

日
本
弁
護
士
連
合
会

　

�
〇
三－

三
五
八
〇－

九
八
四
一

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

　

�
〇
三－

三
三
五
九－

四
一
七
一

①
多
重
債
務
の
恐
ろ
し
さ

　

消
費
者
金
融（
ロ
ー
ン
）や
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
注
）の
安
易
な
利
用
に
よ
り
、
借
金
が
雪

だ
る
ま
式
に
増
え
て
し
ま
う「
多
重
債
務
」

に
陥
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
商
品
購

入
、
分
割
払
い
に
よ
る
商
品
の
購
入

な
ど
が
例
。

②
ロ
ー
ン
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
借
金
で
す

　

ロ
ー
ン
に
は
、
教
育
ロ
ー
ン
や
自
動
車

ロ
ー
ン
の
よ
う
に
使
い
道
が
限
定
さ
れ
た

も
の
と
目
的
を
問
わ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
使
い
道
が
自
由
な
ロ
ー
ン
ほ
ど
金

利
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
は
、
お
店
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
な
ど
で
、
後

払
い
で
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

消
費
者
金
融
会
社
か
ら
の
借
入
れ
も
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
も
「
借
金
の
契

約
」
で
す
。
そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
、
あ

な
た
は
あ
と
で
お
金
を
支
払
っ
て
い
か
な

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易
にににににににににににににににににににににににににににににににに
借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
をををををををををををををををををををををををををををををををを
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
はははははははははははははははははははははははははははははははは
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
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